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進展していく自動運転では，自動運転システ
ムの限界時にドライバへ手動運転が要請される
ため，ドライバが運転できる状態にあることが
重要となっています．当社では，これを受けて
ドライバのステアリングホイール把持を検知す
るシステムの開発を進めています．
本開発品は，ステアリングホイールに配置し

たセンサ電極にて測定した人体との間の静電容
量値を検知回路で電圧値に変換し，マイクロコ
ントローラでの電圧値の解析結果に基き，ステ
アリングホイールの把持状態を判定し，上位シ
ステムへ判定結果を送信します（図 1）．センサ
電極に乗員検知センサで実績のあるフィルム状
の薄型配線材を適用することで，ステアリング
ホイール表皮の下に配置することが可能です．
また，ステアリングホイールの円周方向に沿

って配置した細型センサ電極を，ステアリング

ホイールの断面周方向に複数配置する構造を採
用し，どのセンサ電極が反応しているかを分析
することで，人体がステアリングホイール断面
周方向を覆う角度範囲を検出できます（図 2）．
これにより，ステアリングホイールを覆う手の
把持と，その他の部位の接触を切り分けること
に成功しました（図 3）．さらに，複数の検知電
極を周期的に共通接続し，検知回路のチャネル
数の効率化も可能です．（図 4）．
現在，実用化に向けた課題解決を進めるとと

もに，追加機能として把持力を検知するセンサ
の検討にも着手しております．将来的にドライ
バモニタリング用途に向けた生体検知技術への
展開を進めることで，自動運転技術の発展への
貢献を目指しています．

� （電装品開発部　井口雄介）
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図1　ステアリングホイール把持検知システム
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図2　センサ電極配置
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図3　手の把持とその他部位の接触の切り分け

ステアリング
コア

電極

1ch 2ch 3ch

回路回路回路

図4　センサ電極の共通接続によるチャネル数の削減


